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配
本
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2
0
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刊
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＝
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第
二
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配
本
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2
0
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年
9
月
刊
行
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定
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本
体
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税

第
14
巻
＝
組
踊
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ISB
N
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C
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第
三
回
配
本
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2
0
2
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刊
行
予
定
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本
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税

第
11
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上

ISB
N
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【
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四
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配
本
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2
0
2
3
年
3
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刊
行
予
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定
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本
体
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税

第
２
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＝
お
も
ろ
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2
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刊
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本
体
六
、
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円
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税

第
35
巻
＝
琉
球
民
俗
関
係
資
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４

ISB
N
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C
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【
第
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配
本
】
2
0
2
3
年
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月
刊
行
予
定

定
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本
体
六
、
二
〇
〇
円
＋
税

第
28
巻
＝
琉
球
史
関
係
史
料
１

ISB
N
978-4-8433-6266-2

C
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【
第
七
回
配
本
】
2
0
2
3
年
12
月
刊
行
予
定

定
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本
体
六
、
二
〇
〇
円
＋
税

第
12
巻
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琉
歌
中

ISB
N
978-4-8433-6250-1

C
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【
第
八
回
配
本
】
2
0
2
4
年
3
月
刊
行
予
定

定
価：

本
体
六
、
二
〇
〇
円
＋
税

第
15
巻
＝
組
踊
下

ISB
N
978-4-8433-6253-2

C
3391

※
以
降
、
約
三
ヶ
月
毎
に
一
巻
ず
つ
の
配
本
予
定
。
刊
行
予
定
に
付
き
ま
し
て
は
決
ま
り
次
第
、
随
時

弊
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
（http:/w

w
w
.yum

ani.co.jp/

）。
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。



▲
刊
行
に
あ
た
っ
て
▼

波
照
間
永
吉
『
琉
球
文
学
大
系
』
編
集
刊
行
委
員
会
委
員
長

琉
球
文
学
研
究
が
始
ま
っ
て
約
一
二
〇
年
が
経
つ
。
こ
の
間
、
伊
波
普
猷
・
仲
原
善
忠
・
外
間
守
善
・
池

宮
正
治
な
ど
多
く
の
研
究
者
が
こ
の
未
開
の
大
地
を
耕
し
て
豊
饒
の
沃
野
と
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
成
果
物
を
世

に
送
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
ま
だ
こ
の
領
域
の
テ
キ
ス
ト
を
体
系
的
に
整
理
し
、
研
究
者
は
じ
め
多
く
の

人
々
に
提
供
す
る
仕
事
は
成
さ
れ
て
い
な
い
。

『
お
も
ろ
さ
う
し
』
や
琉
球
歌
謡
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
評
価
す
べ
き
仕
事
は
な
さ
れ
て
い
る
が
、
琉

歌
・
組
踊
は
じ
め
説
話
、
沖
縄
芝
居
、
琉
球
和
文
学
・
琉
球
漢
文
学
、
そ
し
て
文
学
を
支
え
る
歴
史
・
民
俗

な
ど
の
基
礎
資
料
を
含
め
た
、
琉
球
文
学
を
一
望
す
る
テ
キ
ス
ト
の
制
作
が
な
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

琉
球
文
学
研
究
、
そ
し
て
琉
球
・
沖
縄
文
化
研
究
の
拡
大
と
深
化
の
た
め
に
、
研
究
水
準
を
保
っ
た
テ
キ
ス

ト
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
。『
琉
球
文
学
大
系
』
を
構
想
す
る
所
以
で
あ
る
。

今
回
、
名
桜
大
学
が
『
琉
球
文
学
大
系
』
を
構
想
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
確
た
る
一
歩
を
踏
み
出
し
た

こ
と
は
、
琉
球
文
学
研
究
史
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ひ
ろ
く
琉
球
・
沖
縄
文
化
研
究
の
世
界
で
特
筆
さ
れ
る
こ
と

で
あ
る
。
文
学
領
域
を
主
要
な
部
分
と
す
る
が
、
文
学
と
表
裏
を
な
す
歴
史
・
民
俗
な
ど
の
領
域
に
つ
い
て

も
そ
の
必
須
文
献
を
収
録
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
整
備
し
公
刊
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
琉
球
・
沖

縄
文
化
研
究
は
大
き
く
裾
野
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
に
ち
が
い
な
い
。
そ
の
概
要
は
、
全
三
十
五
巻
。
文

学
領
域
二
十
七
巻
、
歴
史
領
域
四
巻
、
民
俗
・
地
誌
領
域
四
巻
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
粋
を
あ
つ
め
、

信
頼
さ
れ
る
本
文
を
構
築
し
、
細
密
な
語
注
を
施
し
、
全
巻
に
解
説
を
付
す
。
そ
し
て
、
現
代
語
訳
の
必
要

な
文
献
に
つ
い
て
は
可
能
な
限
り
訳
文
も
付
け
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

こ
の
事
業
の
完
成
に
よ
っ
て
、
ユ
ネ
ス
コ
が
「
消
滅
の
危
機
に
瀕
し
た
言
語
」
と
し
た
琉
球
語
の
表
現
の

豊
か
さ
・
多
様
性
が
多
く
の
人
々
に
共
有
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
未
来
に
つ
な
が
る
琉
球
語
へ
永
遠

の
生
命
を
吹
き
こ
む
仕
事
に
な
る
に
ち
が
い
な
い
。

一
九
九
二
年
、
関
根
賢
司
氏
は
「
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
〈
琉
球
弧
の
文
学
〉
の
構
想
」（『
省
察
』
第
四
号
）
の
中

で
「
琉
球
文
学
古
典
大
系
（
あ
る
い
は
全
集
、
あ
る
い
は
集
成
）、
全
一
〇
〇
巻
（
あ
る
い
は
全
六
〇
巻
、
少

な
く
と
も
三
十
六
巻
）
と
い
う
企
画
を
構
想
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
書
い
た
。
我
々
の
構
想
の
魁
で
あ
る

こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。
一
方
、
氏
は
こ
れ
を
「
幻
の
〜
」
と
し
、
そ
の
実
現
は
「
ほ
と
ん
ど
絶
望
的
だ
」

と
も
書
い
た
。
し
か
し
、
今
、
氏
が
負
の
要
素
と
し
て
挙
げ
た
研
究
者
の
協
力
態
勢
は
整
い
、
そ
し
て
編

集
・
刊
行
の
経
済
的
問
題
も
、
山
里
勝
己
前
学
長
の
思
想
と
沖
縄
へ
の
篤
い
思
い
に
導
か
れ
て
、
名
桜
大
学

が
本
事
業
を
地
域
文
化
へ
の
貢
献
事
業
と
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
道
が
開
け
た
。
幻
で
は
な
く
な
っ

た
の
で
あ
る
。
十
年
〜
十
二
年
と
い
う
時
間
は
『
琉
球
文
学
大
系
』
の
完
成
の
た
め
に
は
む
し
ろ
短
い
。
世

紀
の
大
事
業
の
完
成
に
向
け
て
心
し
て
歩
ん
で
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

琉
球
諸
語
に
よ
る

琉
球
文
学
テ
キ
ス
ト
編
さ
ん
事
業

―
公
立
大
学
の
役
割
に
つ
い
て

公
立
大
学
と
し
て
の
役
割
と
は
何
か
を
問
わ
れ
る
と
、「
公
共
上
の
見
地
か
ら
確
実
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
が

必
要
な
事
業
」
と
い
う
法
の
精
神
に
行
き
つ
く
。

一
九
九
四
年
に
名
桜
大
学
は
沖
縄
本
島
の
北
部
地
域
を
指
す
ヤ
ン
バ
ル
と
い
う
地
に
私
立
大
学
で
創
立
さ

れ
、
二
〇
一
〇
年
公
立
大
学
と
し
て
さ
ら
な
る
歩
み
を
始
め
た
。『
琉
球
文
学
大
系
』
編
集
刊
行
事
業
は
二
〇

一
九
年
四
月
の
大
学
院
博
士
後
期
課
程
開
設
に
伴
い
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
の
英
断
は
、
当
時
の
比
嘉
良
雄
理

事
長
、
山
里
勝
己
学
長
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
本
事
業
は
「
沖
縄
県
の
高
等
教
育
機
関
が
果
た
す
べ
き
役
割
」

と
し
て
理
事
会
に
提
起
さ
れ
、
全
会
一
致
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
。
こ
の
事
業
の
遂
行
は
、
本
学
が
公
立
大
学

と
し
て
の
存
在
価
値
を
決
定
づ
け
る
壮
挙
に
つ
な
が
っ
た
と
言
え
る
。

こ
れ
ま
で
「
琉
球
諸
語
の
文
化
と
未
来
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
保
存
と
活
用
が
憂
慮
さ
れ
て
い
た
。
二
〇

〇
九
年
に
発
表
さ
れ
た
ユ
ネ
ス
コ
の
「
消
滅
危
機
言
語
」
に
琉
球
諸
語
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る

と
、
本
学
が
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
全
三
十
五
巻
十
二
年
に
わ
た
る
事
業
は
「
公
共
上
の
見
地
か
ら
確
実
に
実
施

さ
れ
る
こ
と
が
必
要
な
事
業
」
に
符
合
す
る
。
そ
の
重
要
な
役
割
を
名
桜
大
学
が
担
っ
た
と
い
う
意
義
は
極

め
て
大
き
い
。

こ
の
事
業
は
、
琉
球
諸
語
に
よ
る
初
の
琉
球
文
学
テ
キ
ス
ト
編
さ
ん
事
業
と
な
る
こ
と
か
ら
、
将
来
的
に

は
国
の
内
外
は
も
と
よ
り
ア
ジ
ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
含
め
た
海
外
か
ら
研
究
者
が
沖
縄
に
参
集
し
、
沖
縄
文

化
研
究
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
。
ま
た
地
域
創
生
の
事
業
と
し
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

名
桜
大
学
は
小
さ
な
公
立
大
学
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
事
業
は
本
学
が
エ
ン
ジ
ン
と
な
り
沖
縄
県
の
国
公

私
立
大
学
（
三
十
余
名
の
校
注
者
）
等
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
推
進
し
て
い
る
。
ま
た
、
産
学
連
携
事
業

と
し
て
、『
琉
球
文
学
大
系
』
産
学
連
携
長
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
調
印
式
（
二
〇
二
一
年
十
一
月
二
十
六
日
）

を
本
学
に
て
執
り
行
っ
た
。
そ
の
産
学
連
携
の
趣
旨
に
応
え
て
協
働
事
業
者
と
な
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
、

ゆ
ま
に
書
房
で
あ
る
。
同
社
は
こ
の
文
化
事
業
の
意
義
を
認
識
し
、
産
学
連
携
に
よ
る
社
会
貢
献
の
意
義
を

認
め
、
本
事
業
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ゆ
ま
に
書
房
に
は
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

読
者
に
と
っ
て
『
琉
球
文
学
大
系
』
は
、
沖
縄
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
源
泉
へ
と
導
く
道
標
と
な

る
で
あ
ろ
う
。
研
究
者
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
か
ら
先
、
明
ら
か
に
さ
れ
る
新
知
見
を
積
み
上
げ
て
い
く
土
台

と
な
る
で
あ
ろ
う
。
本
刊
行
事
業
を
率
い
た
波
照
間
永
吉
先
生
は
、「『
琉
球
文
学
大
系
』
が
百
年
も
二
百
年

先
も
輝
き
を
放
ち
続
け
る
の
は
悲
し
い
、
五
十
年
ほ
ど
で
あ
れ
ば
良
い
か
な
、」
と
云
う
。
こ
の
言
葉
に
は
、

琉
球
文
学
研
究
の
継
承
へ
の
思
い
が
現
れ
て
い
て
、
研
究
者
の
一
人
と
し
て
共
鳴
さ
せ
ら
れ
た
。

名
桜
大
学
学
長

砂
川
昌
範

青
い
海
い
ろ
の「
う
ち
な
ー
ぐ
ち
」

中
西
進

沖
縄
（
琉
球
）
に
関
す
る
書
物
は
、
日
本
各
地
の

地
方
誌
の
中
で
は
、
お
そ
ら
く
最
多
か
も
し
れ
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
研
究
書
は
多
く
と
も
原
典
と
し
て
知
ら

れ
る
書
物
は
意
外
に
少
な
い
。『
お
も
ろ
さ
う
し
』

と
か
『
琉
球
国
由
来
記
』
と
か
と
。
こ
れ
で
は
真
の

琉
球
文
学
に
は
、
な
か
な
か
手
が
届
か
な
い
。

そ
う
し
た
現
状
の
中
で
、
今
回
、
全
三
十
五
巻
を

占
め
る
『
琉
球
文
学
大
系
』
が
編
集
刊
行
さ
れ
る
。

編
集
委
員
長
は
琉
球
文
学
研
究
の
第
一
人
者
・
波
照

間
永
吉
博
士
、
名
桜
大
学
を
基
盤
と
し
、
ゆ
ま
に
書

房
が
刊
行
を
担
当
し
て
二
〇
三
〇
年
度
ま
で
に
及
ぶ

壮
挙
だ
。
し
か
も
一
般
の
人
に
も
わ
か
り
や
す
く
、

注
釈
や
解
説
を
つ
け
る
と
い
う
。
正
直
い
っ
て
、
わ

た
し
も
沖
縄
口ぐ

ち

を
す
っ
と
理
解
す
る
こ
と
は
難
し

い
。
こ
れ
で
こ
そ
圧
倒
的
に
多
く
の
人
が
、
琉
球
の

人
び
と
の
「
う
ち
な
ー
ぐ
ち
」
を
心
に
響
か
せ
る
よ

う
に
な
る
だ
ろ
う
。

沖
縄
の
「
う
ち
な
ー
ぐ
ち
」
が
語
る
世
界
を
、
あ

の
群
青
の
海
に
包
ま
れ
た
聖
な
る
風
土
へ
の
賛
歌
だ

と
、
わ
た
し
は
考
え
る
。
口
に
す
る
こ
と
ば
の
音
色

も
す
べ
て
群
青
色
だ
。
し
か
も
平
板
に
会
話
し
た
り
、

散
文
を
綴
っ
た
り
し
て
も
、
こ
と
ば
は
す
べ
て
、
歌

っ
て
い
る
よ
う
に
響
く
。
こ
の
群
青
色
の
波
の
こ
と

ば
を
「
う
ち
な
ー
ぐ
ち
」
と
よ
ぶ
の
だ
と
、
わ
た
し

に
は
思
え
て
な
ら
な
い
。

『
琉
球
文
学
大
系
』
全
三
十
五
巻
は
、
こ
の
青
い

海
い
ろ
の
こ
と
ば
の
全
容
を
示
す
は
ず
で
あ
る
。

『
琉
球
文
学
大
系
』の
開
始

藤
井
貞
和

名
桜
大
学
の
刊
行
事
業
『
琉
球
文
学
大
系
』
全
三

十
五
巻
が
い
よ
い
よ
始
ま
る
。
文
学
の
領
域
で
、
歌

謡
、
琉
歌
、
組
踊
、
琉
狂
言
、
演
劇
（
台
本
）、
説
話
、

和
文
学
、
漢
文
学
と
い
う
二
十
七
巻
。
歴
史
の
領
域

で
、『
球
陽
』
以
下
の
四
巻
。
民
俗
・
地
誌
の
領
域

で
、『
琉
球
国
由
来
記
』
以
下
の
四
巻
。
こ
れ
か
ら

十
二
年
間
を
か
け
て
、
だ
れ
も
が
勉
強
し
や
す
く
、

興
味
や
関
心
を
掘
り
起
こ
す
テ
ク
ス
ト
作
り
が
、
波

照
間
永
吉
さ
ん
（
大
著
『
南
島
祭
祀
歌
謡
の
研
究
』
の
著

者
）
の
総
指
揮
の
も
と
、
繰
り
拡
げ
ら
れ
る
と
い
う
。

私
ど
も
に
は
懐
か
し
い
名
前
が
並
ぶ
。

一
九
九
二
年
に
、
関
根
賢
司
さ
ん
は
「
琉
球
古
典

文
学
大
系
全
一
〇
〇
巻
、
ま
た
は
六
〇
巻
、
少
な
く

と
も
三
十
六
巻
と
い
う
企
画
を
構
想
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
言
っ
て
い
た
。
そ
の
氏
が
一
方
で
「
幻

の
企
画
」
と
も
言
い
、
そ
の
実
現
を
「
ほ
と
ん
ど
絶

望
的
だ
」
と
も
書
い
た
。
し
か
し
、『
沖
縄
文
学
全

集
』（
国
書
刊
行
会
）
が
、
そ
の
九
〇
年
代
に
、
近
・

現
代
の
沖
縄
文
学
を
彩
る
壮
大
な
試
み
と
し
て
立
ち

上
げ
ら
れ
、
こ
の
た
び
の
『
琉
球
文
学
大
系
』
と
い

う
古
典
の
集
大
成
は
、
そ
れ
と
ど
こ
か
で
向
き
合
う

よ
う
な
気
が
す
る
。
幻
で
な
く
、
絶
望
的
で
も
な
く
、

沖
縄
の
現
実
と
し
て
い
ま
、
進
み
つ
つ
あ
る
の
だ
。

『
琉
球
文
学
大
系
』
の
企
画
の
重
要
な
モ
チ
ー
フ

に
言
語
と
い
う
視
野
が
あ
る
。
う
ち
な
ー
口
（
沖
縄

方
言
）
が
ど
ん
ど
ん
失
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
現
在

や
こ
れ
か
ら
に
対
す
る
、
沖
縄
県
人
の
必
要
な
自
覚

や
見
直
し
と
、
古
典
文
学
を
こ
う
し
て
訳
注
や
語
釈

を
含
む
き
ち
ん
と
し
た
テ
ク
ス
ト
化
で
学
ぶ
こ
と
と

は
、
双
方
向
的
に
か
か
わ
り
あ
う
と
い
う
こ
と
だ
ろ

う
。
県
外
の
人
々
や
沖
縄
の
隣
人
た
ち
に
と
っ
て
も

学
ぶ
意
義
は
果
て
し
な
く
大
き
い
。

琉
球
文
学
分
野
が

主
導
す
る
事
業
の
意
義

高
良
倉
吉

現
今
の
琉
球
史
や
沖
縄
考
古
学
の
分
野
は
専
門
化

や
個
別
化
が
著
し
く
進
展
し
た
た
め
に
、
伊
波
普
猷

の
『
古
琉
球
の
政
治
』（
一
九
二
二
年
）
が
描
く
包
括

的
イ
メ
ー
ジ
を
必
要
と
し
な
く
な
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
学
問
の
発
展
か
ら
見
れ
ば
、
当
然
の
こ
と
だ

と
思
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
沖
縄
研
究
の
現
段
階
に
お
い
て

も
、「
古
琉
球
」
像
を
包
括
的
に
述
べ
た
い
と
い
う

思
念
の
必
要
性
が
無
意
味
に
な
っ
た
の
で
は
な
く
、

個
々
の
認
識
を
、
絶
え
ず
全
体
像
に
投
射
す
る
営
み

を
私
た
ち
は
背
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
思
う
。

そ
の
際
に
、
琉
球
文
学
の
分
野
か
ら
発
し
続
け
ら

れ
て
き
た
成
果
と
、
個
別
分
野
の
研
究
を
絶
え
ず
交

差
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
琉
球
文
学
の
成
果

を
内
包
し
つ
つ
、
琉
球
・
沖
縄
像
の
構
築
と
い
う
共

通
の
課
題
に
向
き
合
う
姿
勢
が
必
要
だ
と
思
う
。

名
桜
大
学
が
主
導
す
る
『
琉
球
文
学
大
系
』
刊
行

事
業
の
企
画
趣
旨
を
読
ん
だ
時
、
琉
球
文
学
研
究
の

豊
富
な
蓄
積
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
歴
史
や
民
俗
・
地
誌

を
含
む
他
分
野
の
叙
述
世
界
も
取
り
込
み
な
が
ら
、

後
世
に
伝
え
る
良
質
な
総
合
的
テ
キ
ス
ト
を
構
築
し

よ
う
と
の
意
欲
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

琉
球
文
学
分
野
が
、
琉
球
・
沖
縄
像
の
形
成
を
目

指
す
個
々
の
学
問
分
野
を
つ
な
ぐ
と
い
う
企
て
に
、

深
い
意
義
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
い
。

千
年
後
も
継
承
さ
れ
る

テ
キ
ス
ト
資
料

佐
藤
優

言
語
は
民
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
直
結
す

る
。
沖
縄
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
確
認
し
、

継
承
、
発
展
さ
せ
る
た
め
に
琉
球
文
学
の
テ
キ
ス
ト

資
料
を
集
成
す
る
こ
と
が
以
前
か
ら
待
ち
望
ま
れ
て

い
た
。
過
去
に
こ
の
よ
う
な
企
画
が
何
度
か
立
て
ら

れ
た
が
、
中
途
で
頓
挫
し
て
し
ま
っ
た
。
琉
球
語
を

ネ
イ
テ
ィ
ブ
と
し
て
自
由
に
操
る
人
が
高
齢
化
し
て

い
る
状
況
で
、『
琉
球
文
学
大
系
』（
全
三
十
五
巻
）

を
刊
行
す
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
時
機
に
適
っ
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
だ
。
現
実
的
に
考
え
た
場
合
、
こ
れ
が
最

後
の
チ
ャ
ン
ス
と
思
う
。

「
文
学
」「
歴
史
」「
民
俗
・
地
誌
」
の
三
領
域
で

琉
球
語
の
テ
キ
ス
ト
を
残
し
て
お
け
ば
、
そ
れ
は
数

百
年
、
千
年
後
も
継
承
さ
れ
る
。
沖
縄
は
、
過
去
も

現
在
も
未
来
も
沖
縄
人
の
も
の
で
あ
る
。
沖
縄
の
歴

史
は
、
沖
縄
人
が
形
成
し
て
い
く
。
そ
の
た
め
の
基

礎
に
な
る
の
が
、
多
様
性
を
持
つ
沖
縄
文
化
だ
。
琉

球
語
は
沖
縄
文
化
の
要
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
の
祖

先
が
残
し
た
テ
キ
ス
ト
を
保
全
し
、
現
在
の
沖
縄
人

が
理
解
で
き
る
よ
う
な
形
で
ま
と
め
る
こ
と
が
死
活

的
に
重
要
だ
。『
琉
球
文
学
大
系
』
を
一
人
で
も
多

く
の
人
の
手
に
と
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
、
沖
縄
人
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
強
化
に
つ
な
が
る
。

沖
縄
の
外
部
の
人
々
が
、沖
縄
人
の
内
在
的
論
理

を
知
る
た
め
に
も
、こ
の
大
系
を
読
む
こ
と
が
有
益

で
あ
る
。

▲
本
書
を
推
薦
し
ま
す
▼

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

名
誉
教
授
　

詩
人

東
京
大
学
名
誉
教
授
　

琉
球
大
学
名
誉
教
授

琉
球
史
　

作
家
・
名
桜
大
学
客
員
教
授

元
外
務
省
主
任
分
析
官



監
修：
波
照
間
永
吉
（
名
桜
大
学
大
学
院
教
授
）

●
第
１
巻

お
も
ろ
さ
う
し
上

２
０
２
２
年
３
月
刊
　ISB

N
978-4-8433-6239-6

【
校
注
】
波
照
間
永
吉
【
収
録
】『
お
も
ろ
さ
う
し
』
一
〜
十
一
巻
。

●
第
２
巻
　
お
も
ろ
さ
う
し
下

２
０
２
３
年
３
月
刊
行
予
定
　ISB

N
978-4-8433-6240-2

【
校
注
】
波
照
間
永
吉
【
収
録
】『
お
も
ろ
さ
う
し
』
十
二
〜
二
十

二
巻
。

●
第
３
巻
　
混
効
験
集

２
０
２
９
年
度
刊
行
予
定
　ISB

N
978-4-8433-6241-9

【
校
注
】
波
照
間
永
吉
・
照
屋
理
（
名
桜
大
学
上
級
准
教
授
）【
収
録
】

『
混
効
験
集
』。

●
第
４
巻
　
琉
球
歌
謡
―
沖
縄
篇

上

２
０
２
８
年
度
刊
行
予
定
　ISB

N
978-4-8433-6242-6

【
校
注
】
波
照
間
永
吉
・
照
屋
理
・
仲
原
伸
子
（
沖
縄
国
際
大
学
兼
任
講

師
）【
収
録
】『
仲
里
間
切
旧
記
』、『
君
南
風
由
来
并
位
階
且
公
事
』、

『
女
官
御
双
紙
』、『
こ
ゑ
な
集
』、『
諸
間
切
の
ろ
く
も
い
の
お
も
り
』
等
。

●
第
５
巻
　
琉
球
歌
謡
―
沖
縄
篇

下

２
０
２
５
年
度
刊
行
予
定
　ISB

N
978-4-8433-6243-3

【
校
注
】
波
照
間
永
吉
・
照
屋
理
・
仲
原
伸
子
【
収
録
】『
Ｃ
Ｄ
沖

縄
の
古
謡
（
沖
縄
）』、『
沖
縄
の
神
歌
』、
市
町
村
史
収
録
神
歌
等
。

●
第
６
巻
　
琉
球
歌
謡
―
奄
美
篇

２
０
２
４
年
度
刊
行
予
定
　ISB

N
978-4-8433-6244-0

【
校
注
】
先
田
光
演
（
え
ら
ぶ
郷
土
研
究
会
会
長
）・
町
健
次
郎
（
鹿
児

島
県
大
島
郡
瀬
戸
内
町
教
育
委
員
会
）・
波
照
間
永
吉
・
照
屋
理
【
収

録
】
奄
美
八
月
踊
り
歌
等
。

●
第
７
巻
　
琉
球
歌
謡
―
宮
古
篇

上
　
神
歌

２
０
２
５
年
度
刊
行
予
定
　ISB

N
978-4-8433-6245-7

【
校
注
】
本
永
清
（
民
俗
学
研
究
者
）・
上
原
孝
三
（
沖
縄
尚
学
高
等
学

校
教
諭
）・
波
照
間
永
吉
【
収
録
】
本
永
清
採
録
宮
古
諸
島
神
歌
、

『
沖
縄
の
神
歌（
宮
古
諸
島
）』、『
宮
古
島
の
歌
』、『
宮
古
島
旧
記
』
等
。

●
第
８
巻
　
琉
球
歌
謡
―
宮
古
篇

下
　
民
謡

２
０
２
７
年
度
刊
行
予
定
　ISB

N
978-4-8433-6246-4

【
校
注
】
上
原
孝
三
・
本
永
清
・
波
照
間
永
吉
【
収
録
】『
Ｃ
Ｄ
沖

縄
の
古
謡
（
宮
古
諸
島
）』、『
平
良
市
史
（
歌
謡
篇
）』、『
城
辺
町
史

（
歌
謡
篇
）』
等
。

●
第
９
巻
　
琉
球
歌
謡
―
八
重
山
篇

上

２
０
２
９
年
度
刊
行
予
定
　ISB

N
978-4-8433-6247-1

【
校
注
】
波
照
間
永
吉
・
飯
田
泰
彦
（
沖
縄
県
竹
富
町
役
場
）【
収
録
】

『
沖
縄
の
神
歌
（
八
重
山
諸
島
）』、『
小
浜
島
の
芸
能
』
等
。

●
第
10
巻
　
琉
球
歌
謡
―
八
重
山
篇

下

２
０
３
０
年
度
刊
行
予
定
　ISB

N
978-4-8433-6248-8

【
校
注
】
波
照
間
永
吉
・
飯
田
泰
彦
【
収
録
】『
Ｃ
Ｄ
沖
縄
の
古
謡

（
八
重
山
諸
島
）』、『
八
重
山
歌
節
組
』
等
。

●
第
11
巻
　
琉
　
歌
上

２
０
２
２
年
12
月
刊
行
予
定
　ISB

N
978-4-8433-6249-5

【
校
注
】
波
照
間
永
吉
・
照
屋
理
・
平
良
徹
也（
名
桜
大
学
兼
任
講
師
）

【
収
録
】『
琉
歌
百
控
』、「
琉
歌
集
（
山
城
正
楽
）」、「
部
立
本
琉
歌
集

甲
本
」
等
。

●
第
12
巻
　
琉
　
歌
中

２
０
２
３
年
12
月
刊
行
予
定
　ISB

N
978-4-8433-6250-1

【
校
注
】
前
城
淳
子
（
琉
球
大
学
准
教
授
）・
石
川
恵
吉
（
名
桜
大
学
兼

任
講
師
）【
収
録
】『
南
苑
八
景
』、『
琉
歌
会
例
題
集
』、『
作
者
別
琉

歌
集
』
等
。

●
第
13
巻
　
琉
　
歌
下

２
０
２
９
年
度
刊
行
予
定
　ISB

N
978-4-8433-6251-8

【
校
注
】
波
照
間
永
吉
・
照
屋
理
・
平
良
徹
也
【
収
録
】『
古
今
琉
歌

集
』、「
疱
瘡
歌
集
」、「
つ
ら
ね
集
」、「
口
説
集
」、「
念
仏
歌
謡
集
」
等
。

●
第
26
巻
　
琉
球
漢
文
学
上
　
漢
詩

２
０
２
６
年
度
刊
行
予
定
　ISB

N
978-4-8433-6264-8

【
校
注
】
上
里
賢
一
（
琉
球
大
学
名
誉
教
授
）・
平
良
妙
子
（
琉
球
大
学

准
教
授
）・
赤
嶺
守
・
李
舒
陵
（
名
桜
大
学
兼
任
講
師
）・
前
堂
颯
世

（
沖
縄
県
立
芸
術
大
学
・
琉
球
大
学
・
沖
縄
国
際
大
学
兼
任
講
師
）【
収

録
】『

山
遊
草
』、『
四
知
堂
詩
稿
』、『
雪
堂
燕
遊
草
』
等
。

●
第
27
巻
　
琉
球
漢
文
学
下
　
漢
文

２
０
２
７
年
度
刊
行
予
定
　ISB

N
978-4-8433-6265-5

【
校
注
】
上
里
賢
一
・
平
良
妙
子
・
赤
嶺
守
・
波
照
間
永
吉
・
李

舒
陵
・
前
堂
颯
世
【
収
録
】『
琉
球
国
碑
文
記
』、『
演
戯
故
事
』、
蔡

温
・
程
順
則
ら
の
漢
文
、
代
表
的
漢
文
家
譜
等
。

●
第
28
巻
　
琉
球
史
関
係
史
料
１
『
球
陽
』
上

２
０
２
３
年
９
月
刊
行
予
定
　ISB

N
978-4-8433-6266-2

【
校
注
】
田
名
真
之
（
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
館
長
）・
麻
生
伸
一

（
沖
縄
県
立
芸
術
大
学
准
教
授
）・
山
田
浩
世
（
沖
縄
県
教
育
庁
文
化
財

課
主
任
）・
波
照
間
永
吉
【
収
録
】『
球
陽
』。

●
第
29
巻
　
琉
球
史
関
係
史
料
２
『
球
陽
』
下

２
０
２
５
年
度
刊
行
予
定
　ISB

N
978-4-8433-6267-9

【
校
注
】
麻
生
伸
一
・
田
名
真
之
・
山
田
浩
世
・
波
照
間
永
吉
【
収

録
】『
球
陽
』。

●
第
30
巻
　
琉
球
史
関
係
史
料
３

『
中
山
世
鑑
』『
中
山
世
譜
』

２
０
２
６
年
度
刊
行
予
定
　ISB

N
978-4-8433-6268-6

【
校
注
】
赤
嶺
守
・
豊
見
山
和
行
（
琉
球
大
学
教
授
）・
屋
良
健
一

郎
・
波
照
間
永
吉
【
収
録
】『
中
山
世
鑑
』、『
中
山
世
譜
』。

●
第
31
巻
　
琉
球
史
関
係
史
料
４

『
伊
江
朝
睦
日
々
記
』
他

２
０
２
６
年
度
刊
行
予
定
　ISB

N
978-4-8433-6269-3

【
校
注
】
豊
見
山
和
行
・
屋
良
健
一
郎
・
波
照
間
永
吉
【
収
録
】

●
第
14
巻
　
組
　
踊
上

２
０
２
２
年
９
月
刊
行
予
定
　ISB

N
978-4-8433-6252-5

【
校
注
】
大
城
學
（
岐
阜
女
子
大
学
教
授
）・
鈴
木
耕
太
（
沖
縄
県
立
芸

術
大
学
准
教
授
）・
西
岡
敏
（
沖
縄
国
際
大
学
教
授
）・
波
照
間
永
吉

【
収
録
】『
尚
家
本
組
踊
集
』。

●
第
15
巻
　
組
　
踊
下

２
０
２
４
年
３
月
刊
行
予
定
　ISB

N
978-4-8433-6253-2

【
校
注
】
大
城
學
・
鈴
木
耕
太
・
西
岡
敏
・
波
照
間
永
吉
【
収
録
】

『
多
良
間
本
組
踊
集
』、『
与
那
国
島
組
踊
集
』、『
宜
野
座
村
松
田
組

踊
集
』、『
伊
舎
堂
家
本
組
踊
集
』
等
。

●
第
16
巻
　
琉
狂
言

２
０
２
８
年
度
刊
行
予
定
　ISB

N
978-4-8433-6254-9

【
校
注
】
波
照
間
永
吉
・
飯
田
泰
彦
【
収
録
】「
桃
原
全
能
琉
狂
言

集
」、「
宮
良
殿
内
本
琉
狂
言
集
」、「
黒
島
家
本
琉
狂
言
集
」、
八
重

山
シ
ィ
マ
キ
ョ
ン
ギ
ン
等
。

●
第
17
巻
　
琉
球
演
劇
１

２
０
２
４
年
度
刊
行
予
定
　ISB

N
978-4-8433-6255-6

【
校
注
】
狩
俣
繁
久
（
琉
球
大
学
名
誉
教
授
）・
大
城
學
・
波
照
間
永

吉
【
収
録
】「
真
喜
志
康
忠
台
本
集
」（
狩
俣
繁
久
保
管
）。

●
第
18
巻
　
琉
球
演
劇
２

２
０
２
６
年
度
刊
行
予
定
　ISB

N
978-4-8433-6256-3

【
校
注
】
狩
俣
繁
久
・
大
城
學
・
波
照
間
永
吉
【
収
録
】「
真
喜
志

康
忠
台
本
集
」（
狩
俣
繁
久
保
管
）。

●
第
19
巻
　
琉
球
演
劇
３

２
０
２
７
年
度
刊
行
予
定
　ISB

N
978-4-8433-6257-0

【
校
注
】
狩
俣
繁
久
・
大
城
學
・
波
照
間
永
吉
【
収
録
】「
真
喜
志

康
忠
台
本
集
」（
狩
俣
繁
久
保
管
）。

●
第
20
巻
　
琉
球
演
劇
４

２
０
２
８
年
度
刊
行
予
定
　ISB

N
978-4-8433-6258-7

【
校
注
】
狩
俣
繁
久
・
大
城
學
・
波
照
間
永
吉
【
収
録
】「
真
喜
志

康
忠
台
本
集
」（
狩
俣
繁
久
保
管
）。

●
第
21
巻
　
琉
球
演
劇
５

２
０
３
０
年
度
刊
行
予
定
　ISB
N
978-4-8433-6259-4

【
校
注
】
狩
俣
繁
久
・
大
城
學
・
波
照
間
永
吉
【
収
録
】「
真
喜
志

康
忠
台
本
集
」（
狩
俣
繁
久
保
管
）。

●
第
22
巻
　
琉
球
説
話
上
　
和
文
説
話

２
０
２
４
年
度
刊
行
予
定
　ISB

N
978-4-8433-6260-0

【
校
注
】
山
里
純
一
（
名
桜
大
学
大
学
院
教
授
）・
波
照
間
永
吉
・
平

良
勝
保
（
沖
縄
大
学
兼
任
講
師
）【
収
録
】「
佐
銘
川
大
主
由
来
記
」、

『
宮
古
島
記
事
仕
次
』、「
毛
氏
由
来
記
」、「
夏
氏
由
来
記
」
等
。

●
第
23
巻
　
琉
球
説
話
下
　
漢
文
説
話

２
０
２
５
年
度
刊
行
予
定
　ISB

N
978-4-8433-6261-7

【
校
注
】
山
里
純
一
・
波
照
間
永
吉
・
赤
嶺
守
（
名
桜
大
学
大
学
院
教

授
）・
平
良
勝
保
【
収
録
】『
遺
老
説
伝
』、
家
譜
等
の
漢
文
資
料
中

の
説
話
記
事
等
。

●
第
24
巻
　
琉
球
和
文
学
上

擬
古
文
物
語
・
紀
行
文
他

２
０
２
４
年
度
刊
行
予
定
　ISB

N
978-4-8433-6262-4

【
校
注
】
大
胡
太
郎
（
琉
球
大
学
教
授
）・
小
番
達
（
名
桜
大
学
教

授
）
・
屋
良
健
一
郎
（
名
桜
大
学
上
級
准
教
授
）・
小
嶋
洋
輔
（
名
桜
大

学
教
授
）・
照
屋
理
【
収
録
】『
思
出
草
』、『
平
敷
屋
朝
敏
文
集
』、

「
雨
夜
物
語
」、「
浮
縄
雅
文
集
」、『
配
流
日
記
』
等
。

●
第
25
巻
　
琉
球
和
文
学
下
　
和
歌

２
０
２
９
年
度
刊
行
予
定
　ISB

N
978-4-8433-6263-1

【
校
注
】
屋
良
健
一
郎
・
大
胡
太
郎
・
錺
武
彦
（
志
學
館
大
学
講

師
）・
小
番
達
・
小
嶋
洋
輔
・
照
屋
理
【
収
録
】『
沖
縄
集
』、『
松
風

集
』
等
。

『
伊
江
朝
睦
日
々
記
』、『
老
後
家
中
記
』。

●
第
32
巻
　
琉
球
民
俗
関
係
資
料
１

『
琉
球
国
由
来
記
』

２
０
３
０
年
度
刊
行
予
定
　ISB

N
978-4-8433-6270-9

【
校
注
】
波
照
間
永
吉
・
赤
嶺
政
信
（
琉
球
大
学
名
誉
教
授
）・
照
屋
理

【
収
録
】『
琉
球
国
由
来
記
』。

●
第
33
巻
　
琉
球
民
俗
関
係
資
料
２

『
琉
球
国
旧
記
』『
古
事
集
』

２
０
２
７
年
度
刊
行
予
定
　ISB

N
978-4-8433-6271-6

【
校
注
】
赤
嶺
守
・
波
照
間
永
吉
・
赤
嶺
政
信
・
照
屋
理
【
収
録
】

『
琉
球
国
旧
記
』、『
古
事
集
』。

●
第
34
巻
　
琉
球
民
俗
関
係
資
料
３

神
女
関
係
資
料
・
間
切
旧
記
等

２
０
２
８
年
度
刊
行
予
定
　ISB

N
978-4-8433-6272-3

【
校
注
】
波
照
間
永
吉
・
赤
嶺
政
信
・
照
屋
理
【
収
録
】『
女
官
御

双
紙
』、『
聞
得
大
君
御
新
下
日
記
』、『
聞
得
大
君
御
殿
並
御
城
御
規

式
之
御
次
第
』、「
稲
之
二
祭
公
事
」（
鎌
倉
ノ
ー
ト
）、『
君
南
風
由
来

并
位
階
且
公
事
』、『
よ
き
や
の
ろ
く
も
い
伝
来
記
』、『
天
孫
氏
拝
所

書
記
帖
』。

●
第
35
巻
　
琉
球
民
俗
関
係
資
料
４

『
四
本
堂
家
礼
』・
間
切
旧
記
等

２
０
２
３
年
６
月
刊
行
予
定
　ISB

N
978-4-8433-6273-0

【
校
注
】
山
里
純
一
・
波
照
間
永
吉
・
赤
嶺
政
信
・
平
良
勝
保
・
上

原
孝
三
【
収
録
】『
四
本
堂
家
礼
』、『
具
志
川
間
切
旧
記
』、『
久
高

島
由
来
記
』、『
渡
嘉
敷
島
由
来
記
』、『
阿
嘉
慶
留
間
由
来
記
』、『
宮

古
島
記
事
仕
次
』、『
八
重
山
嶽
々
由
来
記
』、『
八
重
山
島
大
阿
母
由

来
記
』、『
八
重
山
島
諸
記
帳
』、『
慶
来
慶
田
城
由
来
記
』。

全
35
巻
揃
定
価：

本
体
二
一
六
、
二
〇
〇
円
＋
税

ISB
N
978-4-8433-6238-9C

3391

全
三
十
五
巻
の
構
成
　
　
　
　
定
価
＝
第
１
巻
（
発
売
記
念
特
価
）：

本
体
五
、
四
〇
〇
円
＋
税
／
第
2
巻
〜
第
35
巻：

各
本
体
六
、
二
〇
〇
円
＋
税
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
表
記
内
容
は
一
部
予
定
を
含
み
ま
す
。



琉球文学研究者総勢30余名による、最新の研究成果を結集。「真喜志康忠台本集」等、初公刊の文献も多数収録！！

●本書の特色 ●

信頼されるテキストを初めて体系化
琉球文学研究120年。その歴史の中で待ち望まれてきた、琉球諸語による琉球文学本文、初の体
系化。テキスト本文は、第一線の研究者による、底本と諸本との厳密な校合により構築され、校
異は頭注もしくは巻末語注に掲げ、大意・解説を明記。必要に応じて出来る限り逐語訳も付した。

文学、歴史、民俗・地誌、
三つの領域で構成
【文学】歌謡、琉歌、演劇、説話、日記・随筆、琉球
和文学、琉球漢文学（全27巻）。適宜、逐語訳を付す。

【歴史】琉球王府編纂の史書で構成（全４巻）。漢文史
料には読み下しを付す。

【民俗・地誌】琉球王府および間切（沖縄の旧行政区画）・
私的レベルで編集された「由来記」類（全４巻）。適宜、
読み下しを付す。

最新の研究成果による、
細密な語注
重要語・難解語などには、これまでの研究成果を反映
した細密な語注を頭注として付した。また、スペース
の関係で頭注に収録できなかったものは、巻末に語注
としてまとめて収録した。

うたわれてきた歌謡としての
リズムと音読を重視
特に『おもろさうし』では、歌謡本来としての形式を
示すため、本文では省略されている反復句などを、逐
語訳で、これがわかるよう表記した。また、初心者に
もオモロの音読が可能になるよう現在のオモロ研究の
段階で明らかになっている拗音・濁音などの語につい
てはこれを語注では拗音表記・濁音表記で示した。さ
らに琉球歌謡、琉歌や組踊については、琉球語による
発音をそれぞれルビとして明記した。

王国末期の芝居台本「琉狂言（八重山）」を初めて公刊
第16巻に、今回初公刊となる「琉狂言（八重山）」を収録。

各巻とも解説、月報付き
全巻、担当研究者による詳細な解説を付す。

原寸本文見本
第１巻『おもろさうし 上』より


